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書 平一官―口

『少女パレアナ』

エレナ・ポーター著（角川文庫380円）

この本に出会ったのは、私が中学生の頃だ

と思う。姉の本棚からちょっと拝借して読ん

だところ、なにか勇気づけられるものがあり、

私はこの本をずいぶん気にいってしまった。

それ以来、本は姉からずっと拝借したままで

いる。そして、少し元気がなくなったとぎに

私はこの本を開くことにしている。私にとっ

ての、ビタミン剤なのだ。

主人公パレアナは、不遇な環境で育つが、

牧師であった父と「なんでも喜ぶ遊び」をみ

つける。それは、境遇が不幸であるほど「嬉

しい」と喜ぶゲームだ。ある時、パレアナは

人形を欲しがっていたが、慰問箱の中には松

葉杖が入っていた。パレアナはがっくりした

が、父が「松葉杖を使わなくてもすむ健康な

両脚があることを喜ぼう」と教える。それが

きっかけとなりゲームが始まった。

おしゃべりが好きなパレアナは、父の死後、

気難しい叔母に引き取られるが、もちまえの

純真さで、大人たちの心をほぐしていく。傷

ついたり、落胆している人に、どんなことか

らでも喜ぶことを捜しだす遊びを広める。パ

レアナ自身、交通事故で歩けなくなるが、そ

のことさえも「嬉しい」と言う。足がどんな

に有難いものかを知ったからだと。

中学生の頃は、「私もパレアナのように純真

な子になりたいな」と思った。しかし、大人

と呼ばれる年になると、いつの間にか高慢で‘

欲深く、「どうして自分だけが、こんな目にあ

うの？」とひがむ自分に気付いた。こんなと

き私は自然に心の中のパレアナを捜す。私の

中のパレアナは、いつまでも少女のままで、

私に「遊び」を教え続けてくれるだろう。

（パレアナ少女）

- 28 -




